
第１回検討委員会における主な委員意見とその対応状況について

意見への対応状況

①資料保存の観点から、展示資料の「保存と公開のバランス」を考えていく必要
がある。

②レプリカ資料のクオリティや見せ方を工夫する必要がある。

①効果的な展示、ストーリー立てができる展示の専門家（ディレクター）が必要
である。

②他の引揚港にはない博多港の特徴や、福岡ならではの資料、現在の福岡との歴
史的な繋がり等を切り口とすることで、より内容のある展示になる可能性があ
る。

③個々の資料について、なぜここで展示しているのか、どのような経緯でここに
あるのかという背景、ストーリーが見る側に伝わるようにする必要がある。

①常設展示に関するアンケートコーナーを設置して欲しい。 ・常設展示内に、アンケート記入等ができるコーナーの設置を検討中。

②引揚についての書籍コーナーを設置して欲しい。
・ふくふくプラザ２階図書室に書籍コーナーはあるものの、目立たないため、サインの設置を
検討中。

③福岡市の広報誌「市政だより」でふくふくプラザ内に常設展示があることを周
知して欲しい。

・市政だより中央区版８月１日号に常設展紹介記事を掲載済み。※参考１参照

主な意見

（３）その他

（１）資料
・特に貴重な現物資料については、資料保存の観点から展示はレプリカ資料とし、そのクオリ
ティや見せ方について工夫していく。

・資料の選定については、展示入替ディレクターを中心に行っていく。

・平和祈念展示資料館の学芸員であり、過去に本市と共同で企画展示をした経験がある髙倉大
輔氏に、展示入替ディレクターへの就任を依頼済み。

・今後、ディレクターを中心に、効果的な展示方法の検討や、展示資料の選定を進めていく。

（２）展示方法

④常設展示の場所を案内する館内誘導サインを改善する必要がある。

・１階エントランスの誘導サイン増設・強化を検討中。
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